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今月の表紙 ：すこもデイゴ給食 「大きなデイゴの木の下で」

６No.807
2026

・ p.8 危険物安全週間　・ p.26 自分のため、大切な人のために、年に一度の健康診断をぜひ受診しましょう！

・p.27 果樹の苗木購入費の一部助成

PICK UP
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今春、瀬戸内町役場に 6 人が新規採用となりましたので、ご紹介します！

①主な業務内容　②瀬戸内町の好きなところ　③意気込みと町民のみなさまへのメッセージ

①交通安全対策、防災に関す

る事務、災害対応

②ご飯が美味しいところと人

が温かく、海が綺麗なところ

栄
さかえ

　美
み さ と

里
総務企画課 危機管理係

黍
きび

田
た

　慶
け い た ろ う

太郎
瀬戸内消防分署
警防救急係

①消防・救急業務

②町民の方々がとても優し

く親しみやすいところ

久
く

木
き

田
た

　大
だ い き

宜

瀬戸内消防分署
消防係

①消防・救急業務

②自然豊か、人の温かみ

①戸籍・住民情報の管理と証明

発行、マイナンバー手続きなど

②学生時代に帰省して島へ戻

ると、笑顔で「おかえり」と

③警察事務の経験を活かし、瀬戸内町の皆様がホッ

と安心して暮らせる街づくりをお手伝いします。危

機管理係として、誠実さと笑顔を忘れず、一生懸命

頑張ります！

③町民の皆様の安心安全、そして大切な財産を守

れるよう、精進してまいります。

③県本土出身で瀬戸内町のことはわからないこと

ばかりですが、町民の方々のお力になれるよう頑

張りたいと思います。よろしくお願いします。

川
かわ

畑
ばた

　汐
し お と

音
町民税務課 戸籍住民係

迎えてくれる人の温かさが好きです。基本的にどこ

でも魚が釣れて、楽しめるところも好きです。

③中学時代まで過ごした瀬戸内町に戻ってまいりま

した。一度島を離れて得た学びや経験を、今後の業

務に活かしていきたいと考えています。大好きな地

元である瀬戸内町の活性化に少しでも貢献できるよ

う努めてまいります。よろしくお願いいたします。

池
いけ

田
だ

　美
み

智
ち

子
こ

保健福祉課 介護福祉係

①介護保険に関する給付事

務・事業所管理業務・各種

届出の確認・処理

②自然に恵まれ、穏やかな雰囲気の中で人のあたた

かさを感じられるところ

③一つひとつの業務に丁寧に向き合い、誠実な対応

を心がけてまいります。どうぞよろしくお願いいた

します。

信
のぶ

島
しま

　陽
よ う た ろ う

太朗

社会教育課 生涯学習係

①町内のスポーツに関する

事全般、スポーツ少年団関

係

②弁当屋さんが自宅の周りに多いこと

③様々な行事やイベントで町民の方々と関わること

が多くなるとは思いますが、町民から信頼される職

員になれるよう精一杯頑張ります。



Events of the town ｜まちのできごと、お寄せください♪　総務企画課情報政策係 ☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1111

3　|　広報せとうち　June  20263　|　広報せとうち　June  2026

　

Ｕ
ｍ
ｉ
ｏ
ｓ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
株
式
会
社

奄
美
事
業
所
（
久
根
津
・
篠
川
）
が

県
消
防
関
係
功
労
者
表
彰
式
に
お
い

て
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰
を
受
彰

さ
れ
ま
し
た
。
本
表
彰
は
、
事
業
所

が
日
頃
か
ら
地
域
に
密
着
し
た
消
防

団
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
地
域

防
災
力
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

事
業
所
の
支
援
・
協
力
に
よ
り
、

地
域
防
災
体
制
の
一
層
の
充
実
が
図

ら
れ
ま
す
。

　

サ
ン
ガ
ツ
サ
ン
チ
に
合
わ
せ
、
毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
奄
美
せ
と
う

ち
観
光
協
会
主
催
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
官
公
庁

職
員
や
高
校
生
な
ど
約
１
４
０
人
が

参
加
。
古
仁
屋
港
や
西
古
見
ナ
ハ
ン

マ
公
園
周
辺
の
港
湾
施
設
で
、
ご
み

拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
海
を
守
る
会
の
ダ
イ

バ
ー
た
ち
は
、
海
中
の
ご
み
の
回
収

も
実
施
。
海
の
中
ま
で
丁
寧
に
清
掃

さ
れ
ま
し
た
。

４
月
19
日
㈰

シ
マ
の
海
を
き
れ
い
に
！
ク
リ
ー
ン
作
戦

４
月
25
日
㈯

公
民
館
講
座
合
同
開
講
式

４
月
16
日
㈭

消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰
を
受
彰

５
月
１
日
㈮

令
和
８
年
度
嘱
託
員
会
開
催

　

24
の
公
民
館
講
座
と
27

の
自
主
グ
ル
ー
プ
で
約

７
７
０
人
が
活
動
さ
れ
ま

す
。
受
講
生
代
表
の
栄
さ
か
え

か

え
で
さ
ん
が
「
楽
し
く
学

び
た
い
」
と
意
気
込
み
を

発
表
。
各
講
師
に
は
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

満み
つ

和か
ず

恵え

さ
ん
の
講
演
は

「
学
び
を
楽
し
む
方
は
長

生
き
し
ま
す
」
と
受
講
生

を
応
援
し
ま
し
た
。

　

嘱
託
員
は
、
本
町
行
政

事
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図

る
た
め
、
町
内
64
の
地
域

に
１
人
ず
つ
委
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。
主
な
業
務
は
、

広
報
関
係
等
の
印
刷
物
や

文
書
の
送
達
、
災
害
時
の

被
害
調
査
報
告
、
集
落
点

検
の
実
施
な
ど
と
な
っ
て

お
り
、
広
報
せ
と
う
ち
も

毎
月
、
嘱
託
員
の
皆
さ
ん

に
各
戸
に
配
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

年
度
初
め
に
行
わ
れ
る
当

会
で
は
、
県
大
島
支
庁
瀬
戸

内
事
務
所
や
役
場
各
課
局
か

ら
の
連
絡
事
項
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
役
場
職
員

２
～
３
人
ず
つ
が
各
集
落
の

担
当
と
し
て
支
援
を
行
う

「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当

職
員
」
と
の
顔
合
わ
せ
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
任
の

嘱
託
員
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す

西
阿
室

芳よ
し

岡お
か　

巌
い
わ
お
さ
ん

俵織お
り

地ち　

厚あ
つ

巳み

さ
ん

勢
里

川か
わ

島し
ま　

博
ひ
ろ
し
さ
ん

薩
川

上う
え

原は
ら　

康や
す

秀ひ
で

さ
ん

蘇
刈

手て

塚づ
か　

和か
ず

彦ひ
こ

さ
ん

小
名
瀬

塩し
お

見み　

真ま

樹き

さ
ん

勝
浦

郡こ
お
り
　

岳た
け

史し

さ
ん

長年にわたり講座の講師を務められた方々へ
感謝状贈呈
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まちのできごと♪

　

３
月
１
日
付
け
で
大お
お

村む
ら

靖や
す

夫お

さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
永

年
に
わ
た
り
町
内
外
の
小

学
校
等
で
教
育
に
尽
力
さ

れ
た
業
績
に
対
し
贈
ら
れ

ま
す
。
勲
章
を
受
け
取
っ

た
大
村
さ
ん
は
「
88
歳
で

こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。」
と
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

　

元
陸
上
自
衛
隊
幕
僚

長
・
岩
田
清
文
氏
に
よ
る

講
演
会
「
こ
の
島
を
守
る

た
め
に
何
が
必
要
か
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
激
し

く
変
化
す
る
国
際
情
勢
の

中
で
日
本
が
備
え
る
べ
き

こ
と
や
奄
美
の
防
衛
強
化

の
背
景
な
ど
、
参
加
者
は

現
場
の
視
点
で
語
ら
れ
る

危
機
感
を
感
じ
な
が
ら
聴

講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
母
の
日
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
つ
く
り
」
に
町
内
の
小

学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
町
地
域
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆

さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、

ク
レ
ー
プ
紙
を
使
っ
て
２

輪
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

作
り
ま
し
た
。
飾
り
付
け

を
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を

綴
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
も
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ

た
九
州
・
全
国
相
撲
選
手
権
大

会
予
選
・
選
考
会
に
出
場
さ
れ

た
皆
さ
ん
が
結
果
報
告
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

▼
高た

か

森も
り

剛ご
う
き樹
さ
ん
：
無
差
別
級

準
優
勝
、
九
州
・
全
国
大
会
へ

▼
桑く
わ

山や
ま

音の

乃の

さ
ん
：
小
学
生
６

年
生
50
㎏
未
満
級
優
勝
、
九

州
・
全
国
大
会
へ
▼
松ま
つ

井い

理り

馬ま

さ
ん
：
軽
量
級
第
２
位
▼
龍
り
ゅ
う

山や
ま

逞た
く
ま真
さ
ん
：
軽
量
級
第
３
位

５
月
２
日
㈯

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
満
喫
し
ま
し
た
！

　

町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
と
町
立
図
書
館
・

郷
土
館
の
合
同
イ
ベ
ン
ト

「
せ
と
う
ち
子
ど
も
フ
ェ

ス
タ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

島
口
昔
ば
な
し
や
紙
飛
行

機
飛
ば
し
大
会
、
島
口
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

パ
ン
ダ
食
堂
の
ハ
ヤ
シ
ラ

イ
ス
で
お
腹
も
満
た
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

４
月
28
日
㈫

少
年
相
撲
ク
ラ
ブ
か
ら
九
州
・
全
国
大
会
へ

５
月
９
日
㈯

お
母
さ
ん
へ
、
感
謝
の
心
を
込
め
て

５
月
11
日
㈪

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

５
月
10
日
㈰

「
島
を
守
る
た
め
に
」
防
衛
講
話

　

久
慈
の
あ
ら
と
ん
と
ん
の

館
に
て
、
45
人
目
の
観
光
大

使
と
な
る
伊い

村む
ら

隆た
か

博ひ
ろ

さ
ん
の

任
命
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

伊
村
さ
ん
は
本
町
伊
目
の

ご
出
身
で
、
現
在
は
ト
ヨ
タ

自
動
車
株
式
会
社
の
執
行
役

員
お
よ
び
生
産
本
部
長
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
大
使
と
し
て
、
今
後

と
も
本
町
の
Ｐ
Ｒ
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

５
月
１
日
㈮

45
人
目
の
瀬
戸
内
町
観
光
大
使
を
任
命

、
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 第2１回古北戦 Let's enjoy #古北戦界隈 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

対面式・部活動紹介 

４月９日、対面式・部活動紹介が行われ、各部

活動から工夫を凝らしたパフォーマンスが披露

されました。各部活動の今後の活躍を期待してお

ります。 

 

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508 

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋399番地１ 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 
https://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/koniya/ 

 自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実 

令和８年度 ５月号 

５月８日、大島北高校とのスポーツ交歓会「古北戦」が行われました。ドッジビー、綱引き、キックベースの３種目にお

いて、熱い試合が繰り広げられました。最後まで全力でプレーし、学年関係なく熱い声援を送り合う生徒の姿は、まさ

に古高魂そのものでした。また、コートを挟んだ両校の観客席からお互いにエールを送る様子や、昼休みに大島北高

校の生徒と談笑する姿から、両校の親睦の深まりが感じられた一日でした。古北戦をとおして高まった学年・学校の団

結力を、今後も様々な場面で発揮してくれることでしょう。運営を支えてくれた生徒会の皆さんもお疲れさまでした。  
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お問い合わせ：図書館℡0997-72-3799/郷土館℡0997-72-1600

図書館・郷土館だより
か け は し 号図書館ＨＰ

はコチラ

➡➡➡➡➡

4月の図書館利用状況（開館日数：本館25日・移動図書館15日）
【貸出冊数】4,222冊（+1027冊） 【利用者数】639人（+56人）

一般書の新着 児童書の新着

『みえないおしごと』
とくなが けいこ/さく・え
身近で見慣れたあれこ

れが、覗いてびっくり、まさ
かの中身！
書店員が選ぶ絵本新人
賞 2025 大賞受賞作。

『イン・ザ・メガチャーチ』
朝井 リョウ/著
世代も立場も異なる３

つの視点から、人の心を
動かす“物語”の功罪を炙
り出す。２０２６年本屋大賞
受賞作品。

『非認知能力の強化書』 中山 秀一/著
『「イスラエル人」の世界観』 大治 朋子/著
『たとえば孤独という名の嘘』 誉田 哲也/著
『暁星』 湊 かなえ/著

『いたいのいたいのとんでいけ』とよた かずひこ/作
『給食当番のいちにち』 大塚 菜生/文
『んのえほん』 たかはし みどり/作
『マインクラフトでおぼえるはじめての論語』安岡定子/監修

郷土小話
★図書館友の会
日時：6/7（日）14：00～15：00
場所： 図書館 1階作業室
今月はメッセージカード作りの予定です。

★ちいさい子のおはなし会
日時：6/14（日）1０：45～
場所： 図書館 1階絵本コーナー
赤ちゃんから楽しめるおはなし会です♪

★おはなしのじかん
日時：6/21（日）10:30～11：00
場所： 図書館 1階絵本コーナー
いろいろなおはなしを用意しています♪

★絵本のカタリバ
日時：6/24（水）19：00～19：30
場所：図書館 1階絵本コーナー
参加希望の方は当日 18時までに図書館に
ご連絡ください。

イベントのお知らせ

上記の予定は、状況次第で中止になる場合があり
ます。ご了承ください。

土手の石

油井小中学校は、珍しいことに敷地の中を

川が流れています。学校の裏道から川をな

がめると、土手の石積みがよい感じ。手頃

な大きさの石を集めてきて、土台には赤っ

ぽい石、その上に青緑っぽい石、黄色っぽ

い石を重ねています。なんでもないような

風景ですが、これを積んだ職人さんの、自

然の石の色を活かそうとしたセンスを感じ

ました（写真は、色をわかりやすくするた

めに少し強調補正してあります）。
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・危険物は火気の近くに置かない 
・保管庫・保管場所を確認 
・高温・直射日光を避ける 

 
 
 

✅ 最後まで使い切る 

・振って音がしなくなるまで使い切りましょう。  
・火気のない風通しの良い屋外でガス抜きを行って
ください（穴は開けない）。室内での作業は爆発事
故の原因となります。 

 ６月７日～13日は 危険物安全週間・火災を防ごう 

火災を防ぐための 

 
私たちの生活の中には、使い方を誤ると大きな事故につなが
る『危険物』が多く存在します。最近の事故や違反事例を踏
まえ、特に注意すべきポイントをまとめました。 
 

⚠ 緩和措置（特例）は終了しています 
※コロナ禍の一部特例措置は、原則終了して
います。 
⚠ 貯蔵量を確認しましょう  
・80リットル以上  
市町村条例に基づく届出が必要  
・400リットル以上  
消防法に基づく許可が必要 以前に購入したアル
コールも合計量を確認！ 

✅ 専用容器の構造  
ガソリンは必ず「金属製携行缶」を使用。 
✅ 盗難への対策 
✅ セルフスタンドでの注意  
・利用者自身がガソリンを容器へ給油することは禁
止されています。 
・給油後はノズルに液だれがないか必ず確認しまし
ょう。 

✅ ごみ出しのルール 

・燃えるごみ等に混ぜると、ごみ収集車内で圧縮
され、発火・延焼する恐れがあります。 
・瀬戸内町は、直接衛生センターへ持参するか６
月、12月の有害ごみの日に出してください。 

✅ 異常時の対応  

・本体が膨らんだり、異臭がしたりした場合
は、すぐに使用を中止してください。 

楽しい BBQ
は 安 全 第 一
で！ 

最近、カセットボンベの取扱不注意による爆発事故が発生してます 

油断は禁物！ 
火災・爆発の 
原因に！ 

金属製 
携行缶 

灯油用 
ポリタンク 

ノ ズルの

確認を！ 

 分別して 
火災を防ごう！ 

振って音がしな
くなるまで！ 

火気のない風通しの
良い場所で！ 

自治体のルールに
従って廃棄を！ 
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臨時会

　　

こ
ん
な
こ
と
を

こ
ん
な
こ
と
を

　
　
　
　
　

決
め
ま
し
た

　
　
　
　
　

決
め
ま
し
た

【
議
案
第
１
号
】

問　

永
井
議
員
：
福
祉
施
設
等
の
物
価
高
騰

対
策
支
援
は
、
町
内
の
全
て
の
介
護
施
設
が

対
象
で
す
か
？

答　

保
健
福
祉
課
長
：
そ
の
通
り
、
町
内
の

全
て
の
事
業
所
に
対
す
る
支
援
で
す
。

問　

 

金
額
の
割
合
は
利
用
者
の
数
か
ら
計

算
さ
れ
る
の
か
。

答　

保
健
福
祉
課
長
：
通
所
と
入
所
の
定
員

に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
に
対
し
て

単
価
を
乗
じ
て
計
算
し
て
い
る
。

問　

介
護
施
設
が
利
用
者
を
病
院
へ
送
迎
す

る
際
の
フ
ェ
リ
ー
運
賃
な
ど
は
考
慮
さ
れ
な

い
の
か
。

答　

保
健
福
祉
課
長
：
今
回
は
そ
う
し
た
経

費
は
算
入
し
て
お
ら
ず
、
全
事
業
所
一
律
の

算
定
基
準
と
し
て
い
る
。

問　

泰
山
議
員
： 

町
民
１
人
あ
た
り
２
万

円
の
現
金
給
付
を
選
ん
だ
理
由
は
。　

答　

総
務
企
画
課
長
：
町
民
一
人
ひ
と
り
に

確
実
に
行
き
渡
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ

る
。
商
品
券
だ
と
使
い
づ
ら
い
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
た
め
、
今
回
は
全
員
へ
の
現
金
支

給
を
決
定
し
た
。

問　

今
後
、
同
様
の
事
業
で
デ
ジ
タ
ル
商
品

券
等
に
取
り
組
む
意
向
は
あ
る
か
。

答　

総
務
企
画
課
長
：
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

る
上
で
は
活
用
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

問　

 

現
金
給
付
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
広
報

予
定
は
。

答　

総
務
企
画
課
長
：
口
座
確
認
等
に
約
１

か
月
か
か
る
た
め
、
２
月
中
旬
頃
を
予
定
し

て
い
る
。
２
月
号
の
広
報
紙
に
も
記
事
を
掲

載
す
る
。

Topics

 第 1 回臨時会 

令和 8 年
１月 14 日

Topics1

令
和
７
年
度
瀬
戸
内
町
一
般
会

計
補
正
予
算
第
７
号
に
つ
い
て 

令和８年第１回瀬戸内町議会臨時会　議案 ・審議 ・議決結果

議
案
番
号

件名

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

栄 

克
人

里
山 

正
樹

伊
東 

さ
お
り

中
村 

洋
康

泰
山 

祐
一

永
井 

し
ず
の

柳
谷 

昌
臣

元
井 

直
志

池
田 

啓
一

向
野 

忍

１
令和７年度瀬戸内町一般会計補正予算
（第７号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

２
医療施設等設備整備費補助金に係る物品

売買契約の締結について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

３
職員の給与に関する条例の一部改正

について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ ー 原案可決

４
町長等の給与等に関する条例等の一部改

正について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ ー 原案可決

５
清水公園改修工事 ( ２工区）請負変更契

約の締結について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ ー 可決

※向野議長は議長職の為、 特別多数議決以外の議案について表決 （賛成 ・反対の意思表示） 権はありません。

賛成　〇　　反対　×　　欠席　△　　　

※議席１０番　池田啓一議員は、 途中退席のため議案第３号から議案第５号の採決には不参加。
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定例会

こ
ん
な
こ
と
を

こ
ん
な
こ
と
を

　
　
　
　
　

決
め
ま
し
た

　
　
　
　
　

決
め
ま
し
た

【
議
案
第
６
号
】
原
案
可
決

問　

中
村
議
員
：
空
き
家
利
活
用
事
業
（
約

７
３
０
万
円
減
額
）
の
理
由
は
。
定
住
対
策

と
し
て
積
極
的
な
支
援
が
必
要
で
は
。

答
　
実
績
が
１
件
に
留
ま
っ
た
た
め
。
事
務

手
続
き
や
維
持
管
理
が
住
民
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
面
が
あ
り
、
調
査
研
究
を
進
め
る
。

【
議
案
第
29
号
】　
原
案
可
決

問
　
泰
山
議
員
：
業
務
量
削
減
（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
調

査
）
の
目
標
10
％
に
対
し
、
現
在
の
達
成
状

況
と
今
後
の
見
通
し
は
？

答
　
令
和
7
年
度
は
9.2
％
の
削
減
に
留
ま
っ

た
た
め
、
町
長
給
与
の
10
％
減
額
を
継
続
す

る
。
今
後
は
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
業
務
改
善
の
進

捗
管
理
を
強
化
し
、
目
標
達
成
を
目
指
す
。

【
議
案
第
47
号
】
可
決

内
容
　 

清
水
公
園
改
修
工
事
（
1
工
区
）

に
関
す
る
契
約
変
更
で
す
。
当
初
設
計
数
量

と
の
差
異
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
請
負

契
約
の
変
更
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
請
負

金
額
が
約
６
９
８
万
円
増
額
さ
れ
、
総
額

２
億
５
千
１
１
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
　
起
立
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

【請
願
第
１
号
】

審
議
の
結
果 

委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
て

審
議
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

Topics

 第１回定例会 

令和８年
３月３日から

３月２３日まで

Topics ２

町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

Topics1

令
和
７
年
度
瀬
戸
内
町
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算
第
９
号

Topics ３

清
水
公
園
改
修
工
事

（
１
工
区
）
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

Topics ４

日
本
国
国
章
損
壊
の
罪
の
早
期
制
定
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

４月３日にリニューアルされたすいすい広場
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定例会

議
案
番
号

件名

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

栄 

克
人

里
山 

正
樹

伊
東 

さ
お
り

中
村 

洋
康

泰
山 

祐
一

永
井 

し
ず
の

柳
谷 

昌
臣

元
井 

直
志

池
田 
啓
一

向
野 

忍

承１ 令和７年度瀬戸内町一般会計補正予算
（第８号）の専決処分事項の承認について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

６ 令和７年度瀬戸内町一般会計補正予算
（第９号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

７ 令和７年度瀬戸内町巡回診療施設特別会
計補正予算（第５号）について　　　　　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

８ 令和７年度瀬戸内町国民健康保険特別会
計補正予算（第４号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

９
令和７年度瀬戸内町介護保険特別会計補

正予算（第４号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

10 令和７年度瀬戸内町後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第４号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

45
令和７年度瀬戸内町屠畜場事業特別会計

補正予算（第１号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

11
令和７年度瀬戸内町船舶交通事業特別会

計補正予算（第４号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

12
令和７年度瀬戸内町古仁屋港上屋事業特

別会計補正予算（第１号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

13
令和７年度瀬戸内町農業集落排水事業会

計補正予算（第３号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

14
令和７年度瀬戸内町簡易水道事業会計補

正予算（第３号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

15
令和７年度瀬戸内町水道事業会計補正予

算（第３号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

26
加計呂麻港（俵地区）改修工事（１工区）

請負変更契約の締結について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

27
加計呂麻港（俵地区）改修工事（２工区）

請負変更契約の締結について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

28
職員の特殊勤務手当に関する条例等の一

部改正について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

※向野議長は議長職の為、特別多数議決以外の議案について表決 （賛成・反対の意思表示） 権はありません。
賛成　〇　　反対　×　　欠席　△　　　

令和８年第１回瀬戸内町議会定例会　議案 ・審議 ・議決結果

Topics1
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定例会

議
案
番
号

件名

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

栄 

克
人

里
山 

正
樹

伊
東 

さ
お
り

中
村 

洋
康

泰
山 

祐
一

永
井 

し
ず
の

柳
谷 

昌
臣

元
井 

直
志

池
田 

啓
一

向
野 

忍

29 町長等の給与等に関する条例の一部改正
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

30 職員等の旅費に関する条例等の一部改正
について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

31 瀬戸内町行政財産使用料徴収条例の制定
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

32 瀬戸内町簡易水道設置条例等の廃止
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

33
瀬戸内町屠畜場事業特別会計条例等の廃

止について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

34 瀬戸内町駐車場条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

35
瀬戸内町ふるさと住宅の設置及び管理に

関する条例の全部改正について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

36
瀬戸内町債権管理条例の一部改正

について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

37
瀬戸内町国民健康保険税条例の一部改正

について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

38 瀬戸内町手数料条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

39
瀬戸内町大島紬技能者養成所等の設置及

び管理に関する条例の一部改正について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

40
瀬戸内町古仁屋港上屋施設の設置及び管

理に関する条例の一部改正について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

41

古仁屋漁港ターミナルビル「せとうち海

の駅」の設置及び管理に関する条例の一

部改正について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

42
町営定期船の設置及び管理に関する条例

の一部改正について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

43

瀬戸内町営定期船フェリー旅客待合所設

置及び管理に関する条例の一部改正

について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

44
瀬戸内町過疎地域持続的発展計画の策定

について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

Topics ２
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定例会

議
案
番
号

件名

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

栄 

克
人

里
山 

正
樹

伊
東 

さ
お
り

中
村 

洋
康

泰
山 

祐
一

永
井 

し
ず
の

柳
谷 

昌
臣

元
井 

直
志

池
田 
啓
一

向
野 

忍

16

令和８年度瀬戸内町一般会計予算に対す
る修正案について × 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 － 修正可決

令和８年度瀬戸内町一般会計予算の修正
部分を除く部分（原案）について 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

17 令和８年度瀬戸内町巡回診療施設特別会
計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

18
令和８年度瀬戸内町国民健康保険特別会

計予算について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

19
令和８年度瀬戸内町介護保険特別会計予

算について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

20
令和８年度瀬戸内町後期高齢者医療事業

特別会計予算について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

21
令和８年度瀬戸内町船舶交通事業特別会

計予算について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

22
令和８年度瀬戸内町古仁屋港上屋事業特

別会計予算について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

23
令和８年度瀬戸内町農業集落排水事業会

計予算について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

24
令和８年度瀬戸内町簡易水道事業会計予

算について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

25
令和８年度瀬戸内町水道事業会計予算に

ついて
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

46
久慈地区　Ｒ６－１工区（農地・道路・

水路）請負変更契約の締結について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

47
清水公園改修工事（１工区）請負変更契

約の締結について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

48
瀬戸内町漁港管理条例等の一部改正につ

いて
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

49
職員等の旅費に関する条例の一部改正に

ついて
〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

50
令和７年度瀬戸内町一般会計補正予算

（第１０号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案可決

※向野議長は議長職の為、特別多数議決以外の議案について表決 （賛成・反対の意思表示） 権はありません。
賛成　〇　　反対　×　　欠席　△　　　

令和８年第１回瀬戸内町議会定例会　議案 ・審議 ・議決結果

Topics ３
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定例会

　瀬戸内町議会において、令和８年度一般会計予算案のうち、ドローン運航体制構築支援事

業に関連する予算を減額する修正案が提出され、議員間で熱烈な討論が交わされた結果、修

正案が可決されました。町民の皆様の関心が高いこの問題について、賛成・反対それぞれの

主な意見をまとめました。

修正案に賛成

予算減額を求める意見

修正案に反対

当初予算通りの推進を求める意見

「多額の公金を投じながら成果が

見えず、 説明責任も果たされてい

ない」

●約４年間で総額２億円近い公費が投じら

れたものの、飛行実績は目標に対して１％

にも満たない状況（例：令和５年度実績は

年間３回、達成率約０．０４％）であり、

計画の妥当性に欠ける。

●限られた職員数の中で町が自前で操縦士

を抱えるより、必要に応じて専門の民間事

業者に委託する方が、コスト面でも持続可

能性の面でも現実的である。

●厳しい財政状況の中、通信費などの維持

費が高額なドローン事業よりも、町民生活

に直結する施策や既存の交通手段（軽自動

車による配送など）を優先すべき。

●事業の目的や成果が町民に分かりにく

く、第三セクター（ＡＩＤ）の経営状況や

存続期限に関する議会への説明も不十分で

あり、一度立ち止まって冷静に見直すべき。

「離島の未来を切り開く挑戦であ

り、 今ここで歩みを止めるべきで

はない」

●離島特有の課題（物資運搬、スマート農

業、災害対応）を解決するために、ドロー

ン活用は不可欠な技術であり、瀬戸内町の

未来に向けた重要な投資である。

●ＪＡＬ（日本航空）という一流企業との

連携で得られたノウハウや運用実績は、全

国の自治体の中でも貴重な財産であり、事

業を中断することはこれまでの信頼関係を

損なう恐れがある。

●令和８年度は、町が主体となって事業を

進めるための「体制づくりの年」であり、

令和９年度以降は維持費も大幅に抑えられ

る計画であるため、継続して着実に進める

べきだ。

●デジタル技術の進歩は速く、一度立ち止

まればゼロからのやり直しになり、日本の

ドローン事業においても大きな意義を持つ

本町の取組を後退させてはならない。
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活動報告
　　　

本
特
別
委
員
会
は
、
審
査
日
程
を
３
月

９
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
と
定
め
、
議
案

16
号
の
一
般
会
計
の
歳
出
歳
入
か
ら
特
別

会
計
予
算
及
び
水
道
事
業
会
計
の
予
算
議

案
を
詳
細
に
審
査
し
ま
し
た
。

【
審
査
結
果
】 

　

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
ド
ロ
ー

ン
運
航
体
制
構
築
支
援
事
業
に
対
す
る
修

正
動
議
（
減
額
修
正
）
が
提
出
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
正
部
分
を
除
く
原
案
、
お
よ
び
そ
の

他
の
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
予
算
は
、

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

●
子
育
て
・
教
育

　

相
談
支
援
を
強
化
す
る
「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
、
古
仁
屋
小
学
校
の

改
築
本
体
工
事
へ
の
着
手
。

●
移
住
・
空
き
家

　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
促
進
に
よ
る

移
住
者
増
、
老
朽
化
し
た
危
険
空
き
家
の

撤
去
促
進
（
６
件
予
定
）。

●
交
通
・
利
便
性

　

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
24
時
間
運
行
開

始
（
４
月
〜
）、
新
船
「
せ
と
な
み
」
導

入
に
伴
う
窓
口
業
務
体
制
の
変
更
。

●
産
業
・
環
境

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
藻

場
造
成
（
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
）
の
推
進
、

行
政
課
題
解
決
に
向
け
た
ド
ロ
ー
ン
運
航

ノ
ウ
ハ
ウ
の
構
築
。

①
町
制
70
周
年
を
契
機
に
旧
４
町
村
間
の

生
活
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
格
差
の
早
期
解
消

を
最
優
先
と
し
、
格
差
是
正
に
資
す
る
予

算
配
分
と
施
策
強
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
各
種
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
行

政
と
民
間
の
役
割
を
整
理
し
、
民
間
で
対

応
可
能
な
分
野
に
つ
い
て
は
地
域
の
事
業

者
や
団
体
等
の
力
を
積
極
的
に
活
用
す
る

な
ど
、
官
民
連
携
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た

い
。

　

ま
た
、
地
元
の
人
材
や
事
業
者
の
活
用

に
配
慮
し
、
地
域
経
済
の
循
環
に
つ
な
が

る
施
策
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
直
営
事
業
及
び
公
共
施
設
の
管
理
運
営

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
独
立
し
た
項

目
を
設
定
の
上
、
適
切
に
予
算
計
上
さ
れ

た
い
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
に
係
る
施
設

事
業
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
収
支
見
込
み

に
基
づ
き
積
算
を
行
い
、
適
正
な
委
託
料

の
計
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
施
政
方
針
に
基
づ
く
年
間
予
算
と
し
て

の
当
初
予
算
編
成
の
趣
旨
に
鑑
み
、
国
・

県
補
助
金
の
積
極
的
な
採
択
を
推
進
し
、

確
実
な
予
算
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑤
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る

施
策
の
充
実
拡
大
を
図
り
、
空
き
家
解
消

に
向
け
て
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑥
西
古
見
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
に
お
い
て
実
施
し
て

い
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
事
業

に
係
る
機
器
リ
ー
ス
料
等
及
び
、
リ
ー
ス

期
間
満
了
後
に
町
へ
無
償
譲
渡
さ
れ
る
設

備
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
議
決
を
要
し

な
い
特
例
の
15
年
の
長
期
継
続
契
約
を
重

く
受
け
止
め
、
発
電
電
力
の
有
効
活
用
を

徹
底
し
て
研
究
し
、
具
体
策
を
速
や
か
に

講
じ
ら
れ
た
い
。

活動報告

令和８年度

予算審査特別委

員会委員長報告

委
員
会
と
し
て
の
意
見

暮
ら
し
を
支
え
る

　
　

主
な
事
業
と
質
疑
内
容
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一般質問

町政を問う！ 一般質問

８名の議員登壇

一般質問とは議員が町政全般にわたり、 町の考えを問うものです。

通 告 １　 柳 谷　 昌 臣　 議 員 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ｐ ２ ０

●町制施行７０周年に向けた取り組みについて 【町長】　　●交通政策について 【町長】　

●古仁屋高校振興対策について 【町長 ・教育長】 ●来年度の施策について 【町長】

通告２　里山　正樹　議員 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ｐ ２ ０

●国道５８号線網野子集落地域活性化について 【町長】　　●役場職員メンタルヘルスケアについて 【町長】

●係長級職員の評価のあり方について 【町長】　　●農業振興 ( 肉用牛繁殖農家 ) について 【町長】

●特定地域づくり事業協同組合について 【町長】

通告３　中村　洋康　議員 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ｐ ２ １

●町の直営事業及び第三セクターについて 『西古見ＧＡＴＥ、 農泊推進施設 「あらとんとんの館」、 奄美せとうち地域

公社のきび酢事業、 株式会社せとうちフェリー、 奄美アイランドドローン株式会社』 【町長】

通告４　伊東　さおり　議員 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ｐ２１

●前回１２月の一般質問の進捗状況について 【町長】　　●ライドシェアについて 【町長】

通告５　永井　しずの　議員 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ｐ ２ ２

●奄美大島への血液備蓄所再​設置について 【町長】　●雨の日など室内の観光​客の受け入れ対策について 【町長】

●瀬戸内町放課後児童クラブ​等について 【町長 ・教育長】

　　

通 告 ６　 元 井　 直 志　 議 員 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ｐ ２ ３

●令和８年度当初予算につ​いて 【町長】　　●以前質問した事案について 【町長】

　

通告７　泰山　祐一　議員 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ｐ２３

●高齢者支援について 【町長】　●離島振興について 【町長】

●防衛事業について 【町長】　●行革について 【町長】　●ドローン事業について 【町長】

通 告 ８　 栄　 克 人　 議 員 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ｐ ２ ４

●町民避難計画の現状につい​て 【町長】　●古仁屋高校活性化対策について 【町長】

●瀬戸内町尼崎物産展について 【町長】　
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一般質問

答　

清
水
体
育
館
ホ
ー
ル
に
は
、
本
町
出
身

や
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
で
、
優
秀
な
経

歴
を
持
つ
７
人
の
パ
ネ
ル
が
掲
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
町
民
や
青
少
年
、
来
館
者

に
夢
と
希
望
を
与
え
、
ま
た
郷
土
を
誇
り
に

思
う
心
を
育
む
こ
と
に
も
寄
与
し
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
度
を
最
後
に
新
た
な
掲
示
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
70
周
年
の
節
目
を

機
に
、
新
た
な
掲
示
対
象
者
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

答　

運
行
時
間
が
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
で
あ
っ
た
た
め
、
運
行
時
間
帯
以
外

の
需
要
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
の
取
組
み
と

し
て
は
、
試
験
運
行
期
間
を
令
和
９
年
３
月

末
ま
で
延
長
し
、
４
月
よ
り
24
時
間
運
行
と

し
ま
す
。
ま
た
、
配
車
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
向
け
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

地
元
進
学
率
対
策
に
つ
い
て
。

答　

町
内
の
中
学
校
に
お
い
て
、
古
仁
屋
高

校
生
に
よ
る
「
探
究
学
習
」
の
成
果
発
表

を
通
し
た
「
中
・
高
交
流
会
」
や
高
校
の
専

門
的
な
授
業
を
体
験
す
る
「
出
前
授
業
」
な

ど
を
実
施
し
、
特
色
あ
る
古
仁
屋
高
校
の
取

組
や
学
習
活
動
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
に
努

め
る
ほ
か
、
地
元
企
業
と
も
連
携
し
、「
職

場
体
験
」
や
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
授
業
」

等
を
実
施
し
、
地
元
で
学
び
地
元
で
働
く
こ

と
の
魅
力
発
信
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問　

生
徒
・
学
校
・
寮
の
運
営
委
託
等
の
補

助
事
業
の
見
直
し
時
期
に
つ
い
て
。

答　

町
と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
策
を
講

じ
て
お
り
ま
す
が
、
見
直
し
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
検
証
結
果

や
、
生
徒
・
保
護
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
、
古
仁

屋
高
校
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
々

の
声
を
的
確
に
捉
え
適
正
に
判
断
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問
　
網
野
子
集
落
で
の
仮
設
ト
イ
レ
実
証
実

験
開
始
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
す
る
。
現
地

で
の
観
光
農
園
や
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
、
外
部
か

ら
の
関
心
と
い
っ
た
新
た
な
動
き
を
、
将
来

的
な
交
流
拠
点
へ
と
ど
う
繋
げ
る
か
。

答　

実
証
実
験
の
目
的
は
、
ト
イ
レ
の
必
要

性
を
検
証
す
る
た
め
の
利
用
頻
度
の
把
握
で

あ
り
、
観
光
客
や
町
民
と
い
っ
た
利
用
者
の

内
訳
も
精
査
し
ま
す
。
観
光
農
園
等
の
動
き

は
、
担
い
手
育
成
や
遊
休
農
地
解
消
に
も
資

す
る
本
町
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
町
と
し

て
も
生
産
農
家
や
地
元
住
民
等
と
協
議
し
な

が
ら
伴
走
支
援
し
て
い
く
方
針
で
す
。

問　

業
務
の
高
度
化
や
時
間
外
勤
務
に
よ
る

職
員
の
不
調
を
未
然
に
防
ぐ
職
場
環
境
づ
く

り
や
、
係
長
級
の
育
成
に
お
い
て
部
下
職
員

の
視
点
を
振
り
返
り
に
生
か
す
仕
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

重
要
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
現
在
の

メ
ン
タ
ル
不
調
に
よ
る
休
職
者
は
2
名
で
あ

る
。
外
部
専
門
機
関
へ
の
委
託
や
、
役
場
独

自
の
「
ツ
ム
グ
メ
ン
タ
ー
制
度
」、
産
業
医

面
談
な
ど
の
相
談
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
人
事
評
価
の
面
談
等

を
通
じ
て
部
下
の
意
見
を
把
握
し
、
係
長
級

職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
善
や
指
導
の
材
料

と
し
て
活
用
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
ま

す
。

柳谷 昌臣　議員

町
制
施
行
70
周
年
に
合
わ
せ

て
清
水
体
育
館
内
の
町
関
係

者
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
パ

ネ
ル
展
示
の
新
た
な
設
置
に

つ
い
て

網
野
子
集
落
の
地
域
活
性
化
と

環
境
整
備
に
つ
い
て

里山 正樹　議員

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

課
題
、
今
後
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

古
仁
屋
高
校
振
興
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

役
場
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
と
評
価
制
度
に
つ
い
て
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問　

飼
料
高
騰
等
で
農
家
戸
数
が
５
年
で
22

戸
か
ら
13
戸
へ
減
少
が
加
速
し
て
い
る
。
危

機
的
状
況
に
対
し
、
町
独
自
の
支
援
策
は
あ

る
か
。
ま
た
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
」
の
周
知
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
畜
産
農
家
の
現
状
を
危
機
的
状
況
と
捉

え
て
い
ま
す
。
経
営
診
断
に
基
づ
く
草
種
の

転
換
指
導
を
行
い
、
農
家
と
の
対
話
の
場
を

増
や
し
て
基
盤
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
地
域

の
担
い
手
確
保
に
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
加
え
書
面
等
に
よ
る
積
極
的
な
情
報

提
供
と
意
向
確
認
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　

令
和
８
年
度
に
お
け
る
西
古
見
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｅ
に
対
す
る
町
の
負
担
総
額
お
よ
び
令
和
９

年
度
の
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
。

答　

町
の
年
間
負
担
総
額
は
１
千
５
３
０
万

円
で
す
。
ま
た
、
令
和
９
年
度
に
お
い
て
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
事
業
収
入
で
賄
う
こ

と
は
難
し
い
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

問　

令
和
８
年
度
に
お
け
る
農
泊
推
進
型
施

設
（
あ
ら
と
ん
と
ん
の
館
）
に
対
す
る
町
の

負
担
総
額
に
つ
い
て
。

答　

町
の
年
間
負
担
総
額
は
、

２
千
４
０
９
万
７
千
円
で
内
訳
は
維
持
管
理

費
が
１
千
２
６
２
万
円
、
地
方
債
償
還
費
が

１
千
１
４
７
万
７
千
円
で
す
。

問　

令
和
８
年
度
に
お
け
る
奄
美
せ
と
う
ち

地
域
公
社
（
き
び
酢
事
業
）
に
対
す
る
町
の

負
担
総
額
に
つ
い
て
。

答　

町
の
年
間
負
担
額
は
、
運
営
事
業
補
助

金
と
し
て
７
０
０
万
円
で
す
。

問　

令
和
８
年
度
に
お
け
る
株
式
会
社
せ
と

う
ち
フ
ェ
リ
ー
に
対
す
る
町
の
負
担
総
額
に

つ
い
て
。

答
　

新
造
船
建
造
に
係
る
負
担
金
は

５
千
２
３
８
万
５
千
円
、
経
常
損
益
に
係

る
補
助
金
は
１
千
５
０
０
万
円
で
、
総
額

６
千
７
３
８
万
５
千
円
で
す
。

問　

奄
美
ア
イ
ラ
ン
ド
ド
ロ
ー
ン
株
式
会
社

の
設
立
目
的
は
、「
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
住
民
生
活

の
安
定
お
よ
び
新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
の
確

立
」
と
あ
る
が
、
何
を
も
っ
て
目
的
を
達
成

し
た
と
判
断
さ
れ
た
の
か
。

答　

国
家
資
格
保
有
者
を
は
じ
め
、
ド
ロ
ー

ン
に
精
通
し
た
人
材
の
確
保
や
、
ド
ロ
ー
ン

運
航
に
必
要
な
ル
ー
ル
整
備
、
自
立
運
用
で

き
る
見
込
み
が
立
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。「
住

民
生
活
の
安
定
お
よ
び
新
た
な
生
活
ス
タ
イ

ル
の
確
立
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
ド
ロ
ー

ン
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
追
求
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

事
業
満
了
に
あ
た
り
、
契
約
内
容
お
よ

び
清
算
状
況
を
含
め
、
町
民
へ
の
説
明
責
任

を
ど
の
よ
う
に
果
た
す
の
か
。

答　

清
算
会
社
へ
移
行
し
た
後
、
数
か
月
で

清
算
業
務
が
終
了
す
る
見
込
み
で
す
。
来
年

度
議
会
で
、
清
算
の
進
捗
に
つ
い
て
報
告
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

加
計
呂
麻
島
民
の
悲
願
で
あ
る
フ
ェ

リ
ー
の
自
動
車
航
送
料
割
引
の
進
捗
は
。
ま

た
、
島
民
の
生
活
を
支
え
る
売
店
が
、
輸
送

費
負
担
や
需
要
低
迷
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状

態
に
あ
る
た
め
、
物
資
輸
送
費
の
無
料
化
や

直
接
補
助
を
検
討
す
べ
き
だ
。
あ
わ
せ
て
、

海
の
駅
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
の
地
域
活
動
支

前
回
12
月
の
一
般
質
問
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

直
営
事
業
及
び
第
三
セ
ク

タ
ー
に
つ
い
て

肉
用
牛
繁
殖
農
家
へ
の
支
援

と
特
定
地
域
づ
く
り
協
同
組

合
の
周
知
に
つ
い
て

中村 洋康　議員

伊東 さおり　議員
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援
に
向
け
た
減
免
制
度
の
拡
充
や
、
高
齢
者

に
は
重
す
ぎ
て
危
険
な
資
源
ご
み
（
ビ
ン
）

用
指
定
袋
の
改
善
状
況
を
伺
う
。

答　

島
民
の
航
送
料
割
引
に
つ
い
て
は
、
運

賃
改
定
と
同
時
期
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

加
計
呂
麻
地
域
の
売
店
対
策
は
、
令
和
８

年
度
に
商
店
街
へ
の
新
た
な
補
助
を
検
討
す

る
中
で
、
十
島
村
な
ど
の
先
進
事
例
も
参
考

に
、
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

　

海
の
駅
の
使
用
料
は
、
公
共
団
体
が
後
援

す
る
場
合
や
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る

催
し
に
は
全
額
免
除
と
す
る
な
ど
、
要
領
を

定
め
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。
ビ
ン
用
袋
は
、

安
全
性
を
確
認
し
た
上
で
、
小
分
け
に
で
き

る
透
明
な
レ
ジ
袋
等
の
活
用
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

問　

昨
年
11
月
か
ら
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
利
用

実
績
と
今
後
の
展
望
を
伺
う
。
高
齢
者
に
も

親
し
ま
れ
る
よ
う
、「
タ
ク
シ
ー
」
の
文
言

を
入
れ
た
名
称
の
公
募
や
、
ご
高
齢
者
に
対

す
る
無
料
化
の
検
討
は
可
能
か
。
ま
た
、
加

計
呂
麻
33
集
落
の
文
化
遺
産
や
伝
説
を
網
羅

し
た
個
人
作
成
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
を
含

め
、
町
独
自
の
伴
走
支
援
を
求
め
る
。

答　

11

月
～
１
月
の
実
績
は
、
運
行

３
千
８
９
３
件
、
延
べ
乗
車
４
千
９
１
９
人

で
し
た
。
試
験
運
行
を
令
和
９
年
３
月
末
ま

で
延
長
し
、
令
和
８
年
４
月
よ
り
24
時
間
運

行
を
開
始
し
ま
す
。
配
車
予
約
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
名
称
の
検
討
も
進
め
ま
す
。

　

個
人
作
成
の
ガ
イ
ド
資
料
等
は
、
可
能
で

あ
れ
ば
提
供
い
た
だ
き
、
各
待
ち
合
い
所
へ

の
設
置
を
含
め
有
効
に
活
用
し
た
い
。
町
制

施
行
70
周
年
を
機
に
、
地
域
に
希
望
を
与
え

る
支
援
に
努
め
ま
す
。

問　

命
に
直
結
す
る
問
題
だ
。
地
元
で
の
緊

急
輸
血
対
応
が
困
難
で
、
取
り
寄
せ
に
平
均

10
時
間
を
要
す
る
現
状
が
あ
る
。
請
願
採
択

後
の
県
へ
の
働
き
か
け
や
現
在
の
進
捗
状
況

を
伺
い
ま
す
。

答　

県
議
会
で
も
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る

最
重
要
事
案
で
す
。
町
長
が
委
員
を
務
め
る

県
血
液
対
策
推
進
協
議
会
や
、
奄
美
群
島
市

町
村
長
会
と
し
て
も
日
本
赤
十
字
社
本
社
へ

直
接
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
再
設

置
に
向
け
粘
り
強
く
働
き
か
け
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

問　

雨
の
日
で
も
瀬
戸
内
町
を
選
ん
で
く
れ

た
観
光
客
が
満
足
で
き
る
よ
う
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
文
化
体
験
や
く
つ
ろ
ぎ
の
場
所

を
設
け
る
工
夫
、
個
人
作
成
資
料
の
活
用
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

雨
の
日
の
観
光
施
設
が
少
な
い
と
い
う

声
は
認
識
し
て
お
り
、
抜
本
的
な
対
策
を
検

討
中
で
す
。
今
後
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
）
等
と
連
携
し
、
空
き
店
舗
の
活

用
や
Ｄ
Ｘ
を
用
い
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
、
文
化

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
進
め
ま
す
。
個
人
が
作
成
し
た
地
域

の
歴
史
・
文
化
資
料
の
設
置
に
つ
い
て
も
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

問　

共
働
き
家
庭
が
増
え
る
中
、
学
童
（
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
や
放
課
後
子
ど
も
教
室

に
待
機
児
童
は
い
な
い
か
。
両
制
度
の
目
的

の
違
い
に
つ
い
て
正
し
い
情
報
提
供
と
環
境

整
備
が
で
き
て
い
る
か
。

答　

学
童
（
古
仁
屋
）
は
令
和
８
年
度
に
３

名
の
入
所
保
留
者
が
い
る
が
、
適
切
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
（
４
箇
所
）
に
待
機

児
童
は
い
な
い
。
学
童
は
「
保
育
」、
子
ど

も
教
室
は
「
地
域
交
流
・
学
習
」
と
い
う
目

的
の
違
い
を
説
明
し
、
今
後
も
需
要
に
応
じ

た
支
援
員
体
制
の
整
備
と
環
境
確
保
に
努
め

ま
す
。

　

働
く
女
性
が
正
社
員
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
運
営
団
体
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

雨
天
時
の
観
光
客
受
け
入
れ

対
策
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
待
機

児
童
と
環
境
整
備
に
つ
い
て

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
展
望

と
地
域
へ
の
伴
走
支
援

　
　
　
　
　
　
　

       

に
つ
い
て

奄
美
大
島
へ
の
血
液
備
蓄
所

再
設
置
に
つ
い
て

永井 しずの　議員
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問　

将
来
を
見
据
え
た
「
夢
と
希
望
」
の
あ

る
予
算
と
な
っ
て
い
る
か
。
特
筆
事
項
や
重

点
施
策
、
各
島
間
で
の
地
域
バ
ラ
ン
ス
、
新

し
い
分
野
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
伺
う
。 

答　

古
仁
屋
小
改
築
、
道
路
改
良
、
営
農

用
ハ
ウ
ス
補
助
金
が
主
な
大
型
事
業
で
あ

る
。
子
育
て
支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
農
業
振

興
、
海
洋
自
然
保
護
な
ど
８
項
目
を
重
点
化

し
た
。
地
域
バ
ラ
ン
ス
は
複
数
年
で
均
衡
を

図
っ
て
お
り
、
本
島
側
66
、
加
計
呂
麻
島

55
、
請
島
30
、
与
路
島
23
事
業
を
計
上
し
て

い
る
。
ま
た
、
新
設
の
「
こ
ど
も
係
」
に
よ

り
子
ど
も
・
子
育
て
対
策
を
一
括
し
て
行
う
。

問　

住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

各
集
落
の
入
り
口
な
ど
へ
の
戦
略
的
な
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
の
進
捗
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

重
要
な
取
り
組
み
だ
が
、
維
持
費
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
等
の
課
題
整
理
が
不
可
欠

だ
。
関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
各
集
落
の

意
見
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
効
果
的
な
防
犯
体
制
を
検
討
し
ま

す
。

問　

使
わ
な
く
な
っ
た
学
校
の
ピ
ア
ノ
を
海

の
駅
に
「
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
」
と
し
て
設

置
し
て
は
。
ま
た
施
設
の
充
実
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

ピ
ア
ノ
は
テ
ナ
ン
ト
か
ら
の
反
対
意
見

が
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
設
置
の
予
定
は
な

い
。
海
の
駅
は
現
在
11
の
テ
ナ
ン
ト
が
あ
り

充
実
し
て
い
る
が
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
不
足
が

課
題
で
あ
る
。

　

今
後
は
民
間
委
託
等
を
通
じ
内
容
を
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
駅
伝
大
会
に
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
任
命
し
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る

ほ
か
、
官
民
共
同
で
出
会
い
の
場
を
復
活
さ

せ
る
施
策
も
検
討
し
た
い
。

問　

令
和
４
年
度
か
ら
７
年
度
末
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
、
関
連
す
る
町
の
職
員
の
人
件

費
を
含
め
た
、
実
質
的
な
ド
ロ
ー
ン
事
業
の

総
事
業
費
の
総
額
は
い
く
ら
に
な
る
見
込
み

か
。

答　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

事
業
に
お
い
て
１
億
円
、
そ
の
他
、
奄
振

事
業
等
で
約
１
億
円
、
人
件
費
の
概
算
で

１
千
８
０
０
万
円
と
な
り
、事
業
総
額
約
２
・

２
億
円
と
な
り
ま
す
。

問　
「
２
年
間
で
１
１
０
便
の
運
行
を
通
じ
」

と
あ
っ
た
が
、
２
年
で
１
１
０
便
を
運
行
し

た
と
い
う
こ
と
で
間
違
い
な
い
か
。

答　

間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問　

デ
ジ
田
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
、
こ
の

ド
ロ
ー
ン
事
業
の
実
験
１
億
円
の
総
事
業
を

投
化
す
る
予
算
が
賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
当
時
１
年
目
の
目
標
で
は
６
２
４

回
、
２
年
目
２
０
２
３
年
は
７
千
２
０
０

回
、
２
０
２
４
年
は
１
万
２
千
９
６
０
回
で

し
た
。
デ
ジ
田
事
業
は
こ
の
よ
う
な
申
請
を

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
間
違
い
な
い
か
。

答　

デ
ジ
田
事
業
に
お
き
ま
し
て
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
と
し
ま
し
て
は
議

員
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
通
り
で
す
。

問　

ち
な
み
に
奄
振
事
業
で
言
え
ば

２
０
２
４
年
４
０
０
便
と
、
２
０
２
５
年

５
０
０
便
を
足
し
て
９
０
０
便
。
町
長
が
先

月
お
話
し
さ
れ
て
い
た
１
１
０
便
で
終
わ
り

ま
す
と
、
目
標
達
成
率
と
し
て
は
12
％
程
の

結
果
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

年
間
５
０
０
回
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て

ほ
し
い
と
い
う
形
で
３
千
３
０
０
万
円
の

事
業
費
を
Ａ
Ｉ
Ｄ
へ
負
担
し
ま
し
た
。
そ

海
の
駅
で
の
賑
わ
い
創
出
と
施

設
の
さ
ら
な
る
充
実
に
つ
い
て

ド
ロ
ー
ン
事
業
に
つ
い
て

安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
当
初
予
算
の
重
点

と
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

元井 直志　議員

泰山 祐一　議員
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一般質問

の
際
に
50
〜
60
回
し
か
飛
ば
せ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
際
に
、
そ
の
ま
ま

３
千
３
０
０
万
円
が
事
業
者
に
ま
る
っ
と

入
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
契
約
に
な
っ
て
い
た

の
か
。

　

逆
に
目
標
飛
行
数
よ
り
減
に
な
っ
た
際
に

は
そ
の
分
町
に
戻
す
等
々
の
契
約
が
結
ば
れ

て
い
た
の
か
確
認
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

答　

町
と
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
契
約
の
中
に
は
そ
の
目

標
の
数
値
と
い
う
も
の
は
な
く
、
定
量
的
な

も
の
で
は
な
く
定
性
的
な
形
で
の
契
約
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

泰
山　

そ
う
す
る
と
「
ど
ん
ぶ
り
勘
定
」
で

す
よ
ね
。
積
算
根
拠
も
１
回
あ
た
り
ど
の
ぐ

ら
い
の
費
用
単
価
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

が
な
い
と
い
う
こ
と
が
今
の
お
話
で
分
か
り

ま
し
た
。

問　

現
在
の
避
難
計
画
の
概
要
、
避
難
所
の

耐
震
性
や
非
常
電
源
の
状
況
を
伺
う
。ま
た
、

混
乱
期
に
住
民
自
身
で
避
難
所
運
営
が
で
き

る
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
」

導
入
へ
の
見
解
は
。

答　

奄
美
５
市
町
村
合
同
で
住
民
の
安
全
確

保
を
図
る
「
国
民
保
護
避
難
実
施
要
領
」
を

策
定
中
で
あ
り
、
輸
送
計
画
の
検
証
を
鹿
児

島
県
と
連
携
し
進
め
て
い
ま
す
。
避
難
所
84

箇
所
の
う
ち
14
箇
所
が
耐
震
基
準
外
だ
が
、

ガ
ス
発
電
機
を
39
地
区
の
公
民
館
に
配
備
済

み
で
す
。
ボ
ッ
ク
ス
は
有
効
な
手
段
だ
が
、

町
と
し
て
は
ま
ず
平
時
の
活
動
か
ら
災
害
時

の
行
動
ま
で
を
地
域
で
計
画
す
る
「
地
区
防

災
計
画
」
の
作
成
を
全
集
落
へ
推
奨
し
、
確

実
に
避
難
所
運
営
が
で
き
る
体
制
構
築
を
支

援
し
て
い
く
方
針
で
す
。

問　

具
体
的
活
性
化
策
と
、
教
員
の
負
担
軽

減
に
も
つ
な
が
る
地
域
外
部
コ
ー
チ
導
入
の

可
能
性
を
伺
う
。

答　

各
種
検
定
や
留
学
助
成
に
加
え
、
体
験

型
学
習
「
ざ
・
シ
マ
学
」
を
随
時
開
催
し
、

地
元
へ
の
愛
着
深
耕
や
将
来
の
夢
、
進
路
へ

の
主
体
的
選
択
を
支
援
し
て
い
る
。
外
部

コ
ー
チ
導
入
に
つ
い
て
は
、
指
導
者
の
重
要

性
や
教
員
の
指
導
負
担
を
認
識
し
て
お
り
、

学
校
側
と
十
分
に
協
議
を
行
っ
た
上
で
、
導

入
に
向
け
た
具
体
的
な
可
能
性
を
検
討
し
て

い
く
。

問　

物
産
展
の
実
績
や
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の

波
及
効
果
は
。
ま
た
、
近
隣
自
治
体
と
の
合

同
開
催
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。 

答　

特
産
品
Ｐ
Ｒ
や
交
流
が
目
的
で
、
総
売

上
は
約
５
１
７
万
円
と
回
を
重
ね
る
ご
と
に

伸
び
て
い
る
。
会
場
で
制
度
や
使
途
を
直
接

説
明
す
る
こ
と
で
町
へ
の
理
解
と
共
感
が
深

ま
り
、
新
規
寄
附
獲
得
や
ふ
る
さ
と
納
税
増

に
繋
が
っ
た
。
来
場
者
に
対
し
、
町
の
魅
力

を
発
信
す
る
こ
と
で
将
来
的
な
リ
ピ
ー
タ
ー

確
保
が
見
込
ま
れ
る
。
近
隣
市
町
村
と
の
合

同
開
催
は
現
段
階
で
は
予
定
し
て
い
な
い
が

集
客
増
や
相
乗
効
果
も
見
込
め
る
た
め
、
調

査
・
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

古
仁
屋
高
校
の
存
続
と
魅
力

向
上
に
つ
い
て

町
民
避
難
計
画
の
現
状
と
初

動
対
応
の
強
化
に
つ
い
て

栄 克人　議員

尼
崎
物
産
展
の
成
果
と
ふ
る

さ
と
納
税
へ
の
波
及
効
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

尼
崎
物
産
展
の
様
子
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活動報告
　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年

９
月
か
ら
本
町
の
介
護
事
業
の
持
続
可
能
性

を
確
保
す
る
た
め
、
担
い
手
不
足
や
財
政
見

通
し
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
か
ら
見
え
た
本
町
の
現
状
と
課
題

●
財
政
面
：
介
護
保
険
料
の
収
納
率
は
、

９
９
・
７
３
％
と
極
め
て
高
い
水
準
で
す
。

し
か
し
、
将
来
的
な
若
年
世
代
の
減
少
に
よ

り
、
保
険
料
の
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
厳
し

い
見
通
し
で
す
。

●
人
材
面
：
離
職
率
は
全
国
平
均
よ
り
低
い

も
の
の
、
従
事
者
の
多
く
が
40
～
50
代
以
上

で
あ
り
、
高
齢
化
と
若
手
不
足
が
深
刻
な
課

題
で
す
。

●
離
島
・
物
価
高
：
離
島
地
域
（
請
島
・
与

路
島
等
）
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
は
移
動
コ

ス
ト
や
拘
束
時
間
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
物
価
高
騰
に
よ
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
の

維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

委
員
会
と
し
て
の
意
見

　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
当
委
員
会
は
以
下

の
２
点
に
つ
い
て
早
期
の
実
施
・
支
援
を
求

め
ま
す
。

①
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
支
援

・
空
き
家
活
用
に
よ
る
職
員
住
宅
の
整
備
。

・
船
賃
な
ど
の
通
勤
費
助
成
、
町
内
就
労
を

条
件
と
し
た
奨
学
金
返
還
支
援
の
実
施
。

②
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
緊
急
支
援

・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
へ
の

コ
ス
ト
削
減
支
援
（
原
材
料
費
・
燃
料
費
）。

・
利
用
者
の
負
担
増
を
抑
え
る
た
め
の
負
担

軽
減
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　

　　
　

　　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、「
第
三
セ

ク
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
の
調
査
」と
し
て
、

町
内
３
社
（
奄
美
ア
イ
ラ
ン
ド
ド
ロ
ー
ン
株

式
会
社
、
株
式
会
社
せ
と
う
ち
フ
ェ
リ
ー
、

奄
美
せ
と
う
ち
地
域
公
社
）
の
聞
き
取
り
調

査
・
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
先
進
地

へ
の
視
察
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

調
査
か
ら
得
ら
れ
た
知
見

　

各
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
加
計
呂
麻
島
・
請

島
・
与
路
島
は
じ
め
瀬
戸
内
町
の
活
性
化
・

振
興
や
町
民
生
活
の
未
来
に
欠
か
せ
な
い
重

要
な
組
織
で
す
。
先
進
地
視
察
を
通
じ
て
、

持
続
可
能
な
運
営
に
は「
徹
底
し
た
地
元
愛
」

と
現
場
感
覚
を
持
っ
た
官
民
連
携
が
重
要
で

あ
り
、
瀬
戸
内
町
な
ら
で
は
の
真
の
地
方
創

生
に
繋
が
る
と
確
信
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

実
質
的
に
公
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
現
状
を

鑑
み
、
よ
り
一
層
の
情
報
公
開
に
努
め
、
第

三
セ
ク
タ
ー
・
町
当
局
・
議
会
が
密
に
連
携

し
て
経
営
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

意
見
書
（
町
当
局
へ
の
申
し
入
れ
）

①
奄
美
ア
イ
ラ
ン
ド
ド
ロ
ー
ン
株
式
会
社

（
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
多

額
の
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
事
実
を

重
く
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
り
、
議
会
へ
の

十
分
な
情
報
開
示
や
町
民
へ
の
説
明
責
任
、

な
ら
び
に
解
散
の
整
理
業
務
を
確
実
に
実
行

さ
れ
た
い
。

②
株
式
会
社
せ
と
う
ち
フ
ェ
リ
ー
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
離
島
生
活
や
地
域
経
済
を
支
え

る
基
幹
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
重
要
性
を
踏

ま
え
、
公
的
資
金
の
投
入
は
や
む
を
得
な
い

も
の
と
考
え
る
が
、
将
来
的
な
自
立
経
営
を

目
指
し
、
経
費
削
減
策
の
徹
底
、
輸
送
対
象

の
拡
大
、
船
員
の
人
材
育
成
・
確
保
な
ど
、

抜
本
的
な
改
善
に
鋭
意
努
め
ら
れ
た
い
。

③
奄
美
せ
と
う
ち
地
域
公
社
に
つ
い
て
は
、

「
き
び
酢
村
構
想
」
に
向
け
た
施
設
の
整
備

お
よ
び
安
定
的
運
営
の
実
現
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
持
続
可
能
な
事
業
展
開
に
向
け
て
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）
に
沿
っ
た
老
朽
化

施
設
の
改
修
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
き
び

酢
事
業
の
明
確
な
事
業
計
画
書
を
策
定
し
、

確
実
な
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
同
公
社
が
独
立
採
算
に
向
け
た
経

営
姿
勢
を
明
確
に
示
し
て
い
る
点
は
評
価
で

き
、
早
期
の
黒
字
化
に
向
け
て
町
と
し
て
も

一
体
と
な
っ
て
支
援
を
図
ら
れ
た
い
。

　

深
刻
な
人
口
減
少
や
人
材
不
足
の
課
題
に

対
し
て
は
、
先
進
事
例
を
参
考
に
、
農
業
の

指
導
体
制
支
援
や
特
産
品
製
造
支
援
を
さ
ら

に
研
究
し
、
現
場
支
援
型
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
地
域
の
産
業
醸
成
や
雇
用
創
出
に
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

Topics １

第
三
セ
ク
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
の

調
査
を
し
ま
し
た
。

活動報告

瀬戸内町 

総務経済

常任委員会

活動報告

瀬戸内町 

文教厚生

常任委員会

Topics1

所
管
事
務
調
査

「
瀬
戸
内
町
の
持
続
可
能
な
介
護
に

関
す
る
調
査
」 

を
実
施
し
ま
し
た
。
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本
特
別
委
員
会
は
、
自
衛
隊
に
よ
る
古
仁

屋
港
・
須
手
地
区
の
港
湾
施
設
整
備
計
画
に

対
し
、
町
民
の
安
全
確
保
や
生
活
環
境
の
整

備
、
地
域
住
民
の
意
向
反
映
を
目
的
と
し

て
、
約
１
年
間
に
わ
た
り
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

先
進
地
視
察
と
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
知
見

●
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
補
助
金 

　

佐
世
保
市
等
の
視
察
に
よ
り
、
防
衛
省
の

補
助
金
を
活
用
し
た
道
路
拡
張
や
ト
ン
ネ
ル

工
事
、
公
園
整
備
な
ど
の
実
例
を
確
認
し
ま

し
た
。
本
町
で
も
こ
れ
ら
の
制
度
を
網
羅
的

に
活
用
し
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
部
隊
配
備
の
概
要

　

須
手
地
区
に
は
陸
海
共
同
の
「
海
上
輸
送

群
」
約
20
名
と
小
型
輸
送
艇
が
配
備
さ
れ
る

計
画
で
す
。

　

令
和
８
年
度
以
降
、
具
体
的
な
工
事
や
宿

舎
整
備
が
進
む
見
通
し
で
す
。

●
地
域
と
の
共
生

　

先
進
地
で
は
隊
員
が
地
域
行
事
へ
積
極
的

に
参
加
し
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
騒
音
対
策
や
安
全
確
保
の
徹
底
が

不
可
欠
で
す
。

委
員
会
と
し
て
の
意
見

　

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
委
員
会
は
町

執
行
部
に
対
し
、
以
下
の
事
項
の
着
実
な
実

行
を
求
め
ま
す
。

①
迅
速
か
つ
丁
寧
な
情
報
共
有 

　

騒
音
対
策
、
安
全
確
保
、
工
事
車
両
の
運

行
ル
ー
ト
等
、
住
民
生
活
に
直
結
す
る
情
報

を
適
時
・
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
。

②
防
衛
関
連
予
算
の
最
大
限
の
活
用 

　

交
付
金
や
補
助
金
を
活
用
し
、
道
路
整
備

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
、
町
全
体
の
発

展
に
資
す
る
事
業
を
全
庁
体
制
で
進
め
る
こ

と
。

③
実
効
性
の
あ
る
国
民
保
護
・
避
難
計
画
の

策
定 

　

有
事
の
際
の
町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
具
体
的
な
避
難
実
施

要
領
を
早
期
に
策
定
す
る
こ
と
。

④
地
元
企
業
・
資
材
の
活
用 

　

経
済
効
果
を
最
大
化
す
る
た
め
、
工
事
へ

の
地
元
企
業
の
参
画
や
地
元
資
材
の
活
用
を

防
衛
省
へ
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委

員

長
　
中
村
　
洋
康

副
委
員
長
　
栄
　
克
人

委

員
　
永
井
　
し
ず
の

委

員
　
元
井
　
直
志

委

員
　
柳
谷
　
昌
臣

委

員
　
向
野
　
忍

委

員
　
義
永
　
将
晃

本会議の模様は、映像でもご覧いただけますのでスマー

トフォンやタブレットでご視聴される場合は、右の二次

元コードにカメラを向けることで視聴サイトへと繋がり

ます。 またパソコンでご視聴される方は、YouTube で

「瀬戸内町議会」と検索することでご覧いただけます。

まちの未来が見える
議会傍聴においでください

次回の定例会は６月１０日の予定です
インターネットで生中継。
瀬戸内ケーブルテレビの録画放送でもご覧いただけます

活動報告

防衛事業と

地域共生調査

特別委員会
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お問合わせ先に各課の直通番号を記載しています。役場代表のお問合わせ先はこちらです。

☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1111
※平日の午後５時 15 分以降や休日は、宿直室につながります。

募集・申請

お知らせ

開催案内
６月のお知らせ

鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、今年度中に

76・78・80 歳のお誕生日を迎えられる後期高齢

者医療の被保険者を対象に、口腔健診（お口元気歯ッ

ピー健診）を実施しています。

お口の健康を保つことは、全身の健康を維持するこ

とにつながります。この健診は、むし歯や歯周病だ

けでなく、お口の機能のチェック、肺炎予防などを

目的に実施しますので、定期的に歯科治療をされて

いる方や、義歯（入れ歯など）を使用中の方も受診

いただけます。

対象者には 6 月 1 日以降に到着するように受診券

（オレンジ色の封筒）をお送りします。あらかじめ

県内の歯科医療機関へ受診可能かお問合わせ・ご予

約の上、ご受診ください。

※任意の健診ですので、無理のない範囲でご受診く

ださい。

▶健診期間　令和 8 年 6 月 1 日（月）～令和 9 年

1 月 31 日（日）

▶健診料　無料

▶対象者　今年度に 76・78・80 歳のお誕生日を

迎える被保険者

昭和 25 年 4 月 1 日～昭和 26 年３月 31 日生まれ

昭和 23 年 4 月 1 日～昭和 24 年 3 月 31 日生まれ

昭和 21 年 4 月 1 日～昭和 22 年 3 月 31 日生まれ

▶お問合わせ先　鹿児島県後期高齢者医療広域連合

業務課 保健事業班　☎ 099 ｰ 206 ｰ 1329

町制施行 70 周年記念
2026 奄美シーカヤックマラソン

IN 加計呂麻大会 応援メッセージ募集

選手やその家族等からの応援メッセージを募集しま

す！選手の皆さんにメッセージを送って、いっしょ

に大会を盛り上げていきましょう！応援メッセージ

は大会中に選手や会場の方々に放送等でご紹介します。

▶申込方法
応援メッセージボックスへ投函

役場 1 階ロビー、せとうち海の駅、きゅら島交流館

大会事務局宛にメール、FAX または郵送

・メール：kankou@town.setouchi.lg.jp

・FAX：0997-72-1120

・郵送：〒 894-1592 瀬戸内町古仁屋船津 23 番地

入力フォーム

右の二次元コードから入力できます。

▶受付期間
6 月 1 日（月）～ 7 月 1 日（水）

▶お問合わせ先
奄美シーカヤックマラソン IN 加計呂麻大会事務局

（水産観光課 観光振興係内）

☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1115

お口元気歯ッピー健診

奄美群島広域事務組合では、奄美群島の自然環境に

関する環境学習や保全活動により、子どもたちの意

識向上を図ることを目的として、今年度も本事業を

実施します。

▼募集期間
5 月 1 日（金）～令和 9 年 1 月 29 日（金）

※予算上限に達し次第、募集を終了します。

▼補助額
上限 30 万円

▼申込方法
奄美群島広域事務組合の

ウェブサイトから申請書類を

ダウンロードの上、メールでご提出ください。

▼お問合わせ先
奄美群島広域事務組合　☎ 0997 ｰ 52 ｰ 6032

奄美群島の宝を次世代につなぐ助成事業募集

現況届の必要な方に『令和 8 年度児童手当現況届

通知書』を送付しましたので、期限内に提出をお願

いします。提出がない場合には、

6 月以降の手当が受けられなく

なりますのでご注意ください。

▼受付期間
6 月 1 日（月）～ 6 月 30 日（火）

▼お問合わせ先
町民税務課 こども係　☎ 0997 ｰ 76 ｰ 3737

児童手当『現況届』について

町公式
ウェブサイト

奄美群島広域事務組合
ウェブサイト

入力
フォーム



６月のお知らせ

広報せとうち　June  2026　|　26

自分のため、大切な人のために、

年に一度の健康診断をぜひ受診しましょう！

▼日にち
6 月 17 日（水）～ 6 月 20 日（土）

▼場所
きゅら島交流館

▼お問合わせ先
保健福祉課 保健予防係

☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1068

複合けんしん（旧ミニ人間ドック）

・法定検査は県知事の指定を受けた（公財）鹿児島

県環境保全協会が行います。

・日程については、事前に（公財）鹿児島県環境保

全協会からハガキでお知らせします。

・検査結果は、保健所や市町村等に報告され、必要

に応じて指導が行われます。なお、この検査を受け

ない場合は行政指導の対象となります。

▼お問合わせ先
鹿児島県知事指定検査機関（公財）鹿児島県環境保

全協会　☎ 099 ｰ 296 ｰ 9000
鹿児島県生活排水対策室　☎ 099 ｰ 286 ｰ 3685
環境衛生課 生活環境係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1057

浄化槽の法定検査（定期検査）は必ず受検しましょう

合併処理浄化槽 単独処理浄化槽 検査頻度
基本検査（ガイドライン検査）

5,000 円
ガイドライン検査

4,000 円
4 年に
1 回

採水員検査
3,000 円

採水員検査
3,000 円

4 年に
3 回

浄化槽管理者（使用者または設置者）は公衆衛生と

生活環境を守るため、保守点検、清掃の実施とは別

に、毎年 1 回の法定検査（定期検査）の受検が定

められています。

▼定期検査（浄化槽法第 11 条）
浄化槽の放流水質（BOD 等）が法令に基づく水質

基準を満たしているか、また、保守点検・清掃等の

維持管理と浄化槽の使い方が適正であるかを判定す

るとともに、問題がある場合には早期の改善を図る

ことを目的とします。

▼ 10 人槽以下の定期検査は効率化した検査を実施
しています
鹿児島県では、10 人槽以下の浄化槽の定期検査に

効率化検査を導入し、４年に 1 回の基本検査と 4

年に 3 回の採水員検査を行います。

基本検査は、書類検査、外観検査、水質検査を実施し、

採水員検査は、書類検査、水質検査を実施します。

特定健診 長寿健診 がん検診

対象 国民健康保険加入（30 歳以上） 後期高齢者（75 歳以上） 瀬戸内町民（40 歳以上）

料金 無料 無料
4 月に配布したけんしん
ガイドをご確認ください。

問診票の
事前記入

問診票は当日記入または 6 月 10 日（水）から保健福祉課窓口にて配布します。
事前にご記入いただくと、受診当日の検査がスムーズです。
※特定健診の事前予約をされた方には、事前に問診票を郵送します。

▼特定健診限定！事前予約ができます
受付期間

6 月 1 日（月）～ 6 月 12 日（金）

受付枠（各日・各枠 10 人ずつを予定）

①午前 8 時～午前 8 時 20 分

②午前 9 時～午前 9 時 20 分

（↓ 19 日（金）のみ）

①午前 7 時 30 分～午前 7 時 50 分

②午前 8 時 30 分～午前 8 時 50 分

特定健診
予約フォーム

▼検査手数料（5 ～ 10 人槽）

朝　市
▶日時　毎月第 3 土曜日、午前 8 時 30 分～

▶場所　せとうち海の駅 1 階フロア

▶運営主体　海の駅朝市協議会（代表 倉田）

▶お問合わせ先　農林課 農業振興係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1174

は　る　市
▶日時　毎月第 1 日曜日、午前 10 時～正午

▶場所　せとうち海の駅 1 階フロア

▶運営主体　瀬戸内町 CSA 協議会（泰山）
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近年、梅雨期の豪雨や台風により、多くの山地災害

が発生していることから、梅雨期にあたり、土石流

が発生した場合、被害を受ける危険性があり、緊急

的な防災対策が必要となります。雨の日は、気象情

報等に十分注意し、特に雨が降っている時に、土石

流の前兆現象を感じた場合や、町からの避難情報が

発表された場合は、速やかに避難しましょう。また、

記録的な豪雨が予想される場合は、今までにない規

▼土石流災害
谷や斜面に溜まった土・石・砂などが梅雨や台風

などの集中豪雨による水と一緒になって、一気に

流れ出てくるのが土石流です。破壊力が大きく、

また速度も速いので、大きな被害をもたらします。

▼前兆現象
・山鳴り、立木の裂ける音、石のぶつかり合う音

が聞こえる

・雨が降り続いているのに、川の水位が下がる

・川の水が急に濁ったり、流木が混ざりはじめる

▼山崩れ災害
地面にしみこんだ水分が土の抵抗力を弱め、弱く

なった山の斜面が突然崩れるのが山崩れです。突

発的に起こり、瞬時に崩れるので、逃げ遅れる人

も多く犠牲者の割合も高くなります。また、地震

をきっかけに起こることもあります。

▼前兆現象
・わき水の量が急に増える　・わき水が濁る

・枯れたことのないわき水が止まる

・山の斜面を水が走り始める

・地鳴りの音が聞こえだす ・石が転がり落ちてくる

・山の斜面に亀裂が走る　・山の木が傾く

土石流および山崩れ災害について

果樹の生産拡大を図り、農家の安定的な所得向上と

産地確立を図るため、苗木購入費を予算の範囲内で

一部助成します。（瀬戸内町果樹産地育成助成事業）

▼対象者
①瀬戸内町内に居住する農家

②瀬戸内町農業振興会果樹部会員および町が認める

農業者および生産者団体

▼助成内容（果樹苗木購入費の一部助成）
・たんかん・津之輝の苗木…各 10 本以上購入に限る

・すももの苗木…5 本以上購入に限る

・アボカドの苗木…3 本以上購入に限る

▼申込方法
たんかん、津之輝、すももの苗木

町が指定する種苗取扱い店でお申込みください。

（あまみ農業協同組合瀬戸内支所、ハタ種苗店）

アボカドの苗木

役場農林課農業振興係（アボカド生産部会事務局）

までお申込みください。

※予算の範囲内で苗木の上限本数を設定します。

※果樹経営支援対策事業との併用はできません。

▼お問合わせ先
農林課 農業振興係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1174

果樹の苗木購入費の一部助成

▶日時　6 月 18 日（木）午前 10 時～午後 1 時

▶場所　きゅら島交流館 2 階更衣室（和室）

事前に予約されると、優先的にご相談いただけます。

相続・遺言・不動産の名義変更など、お悩みのある

方はお気軽にご相談ください。

※正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

▶お問合わせ先　司法書士事務所木村

　　　　　　　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 3672

司法書士による法律相談会（無料）

模の災害が起こる危険性があります。さらに、雨が

降り止んだ後でも、土石流が発生することがありま

すので注意しましょう。山地災害に関してお気づき

のことがあれば、農林課農林整備係までご連絡ください。

▼お問合わせ先
農林課 農林整備係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1174

東日本大震災により避難されて
いる方へ情報提供のお願い

東日本大震災により避難されている方は、現在のご

自身の所在地等の情報をご提供ください。提供して

いただいた情報に基づき、避難前にお住まいの県や

市町村から様々な情報提供等を受けることができま

す。また、転居等により、避難先を移動した場合や

避難元に戻るなど避難を終了される場合も届出をお

願いします。

▼ご提供いただく情報
氏名、生年月日、性別、避難前の住所、避難先情報等

▼お問合わせ先
総務企画課 危機管理係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1070
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経済センサスー活動調査実施事務局から、6 月 1

日現在の従業者数についての確認メールをお送りし

ています。5 月 31 日以前にインターネットでご回

答いただいた方で、6 月 1 日現在の従業者数に変

更がある場合は、回答内容の修正をお願いします。

修正がない場合は、ご対応は不要となりますのでご

放念ください。

このたびはお忙しいところ、本調査にご回答いただ

きまして、誠にありがとうございました。今後とも

本調査をはじめ、政府統計へのご理解とご協力をい

ただきますよう、よろしくお願いします。

▼注意喚起
本調査をよそおった不審な訪問者や不審な電話・電

子メールなどにご注意ください。調査員は必ず「調

査員証」を身に着けているほか、調査専用の「下敷

き」および「手提げ袋」を携帯していますのでご確

認ください。また、金品を請求し

たりすることは絶対にありません。

▼お問合わせ先
総務企画課 企画係

☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1112

令和８年経済センサスー活動調査

総務省統計局
ウェブサイト

障害者の法定雇用率が
令和８年７月から引き上げられます

障害に関係なく、希望や能力に応じて、誰もが職業

を通じた社会参加のできる「共生社会」実現の理念

の下、全ての事業主には、法定雇用率以上の割合で

障害者を雇用する義務があり、この法定雇用率が、

令和８年７月から引き上げられます。

県内の民間企業の障害者実雇用率は、2.65％（令

和 7 年 6 月 1 日現在）と、法定雇用率である 2.5％

を上回っています。しかしながら、個別の企業でみ

ると、44% の企業が法定雇用率を達成できていな

い状況です。

事業主の皆様におかれましては、

雇用支援制度等を活用しながら、

障害者雇用の促進に努めていた

だきますようお願いします。

▼お問合わせ先
鹿児島労働局 職業安定部 職業対策課

☎ 099 ｰ 219 ｰ 8712

厚生労働省
ウェブサイト

▶期間　6 月 1 日（月）～ 7 月 10 日（金）

鹿児島労働局から送付されます申告書および納付書

により、期間内の申告・納付を行っていただきます

ようお願いします。

令和 8 年 4 月から雇用保険料率

が変更されています。

e-Gov の電子申請もご活用ください。

▶お問合わせ先
鹿児島労働局労働保険徴収室   ☎ 099 ｰ 223 ｰ 8276

労働保険年度更新

雇用保険料率
変更について

～ 受付時間延長 ～
マイナンバーカード（手続き全般）

申請・交付・更新・ロック解除など

▶日時　6 月 8 日（月）・6 月 22 日（月）

　　　　午後 5 時 15 分～午後 7 時

▶場所　瀬戸内町役場町民税務課戸籍住民係窓口

▶手続きに必要なもの
・申請の場合 … 本人確認書類

　　　　　　　　　  写真撮影は無料で行います。

・交付の場合 … ハガキ・本人確認書類

・更新の場合 … マイナンバーカード（暗証番号等）

▶通常開庁時間帯も受け付けています
平日の午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

▶本人確認書類
（以下の①書類を 1 点。ない場合は、②を 2 点持参）

①運転免許証・パスポート・在留カード・無料乗車券など

②健康保険の資格確認書・年金手帳・医療受給者証・

　学生証など

※マイナ保険証利用時には、電子証明書

　の有効期限をご確認ください。

▶お問合わせ先
町民税務課 戸籍住民係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1060

狩猟免許試験

【第１回試験】

▶試験期日・会場　7 月 26 日（日）大島支庁

▶申請期間　6 月 15 日（月）～ 7 月 10 日（金）

【第 2 回試験】

▶試験期日・会場　8 月 23 日（日）天城町防災センター

▶申請期間　7 月 13 日（月）～ 8 月 7 日（金）

▶お問合わせ先　農林課 農林整備係

　　　　　　　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1174
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奄美海上保安部・古仁屋海上保安署では、本格的な

台風時期を迎えるにあたり、「台風海難防止強調運

動」を実施します。

▶スローガン　来るぞ台風！備えはよいか！

▶実施期間　6 月 21 日（日）～ 30 日（火）

台風による海難の未然防止を図るため、台風情報の

早期把握。船舶所有者にあっては

①大型船は安全な海域へ早期避難

②小型船舶は陸揚げ・固縛

③港内避泊の場合は係留強化

これらを心掛け、早めの備えをお願いします。作業

中はライフジャケットの着用をお願いします。

海上保安庁緊急情報メール配信サービス

（右記二次元コード、気象情報や緊急

情報を配信）の活用をお願いします。

▶お問合わせ先
奄美海上保安部交通課　☎ 0997 ｰ 53 ｰ 5569

放送大学は、2026 年 10 月入学生を募集していま

す。幅広い世代の 8 万 6 千人以上の学生が、大学

卒業や学びの楽しみなど、様々な目的で学んでいま

す。心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然

科学など、300 以上の授業科目があり、テレビや

インターネットで 1 科目から学ぶことができます。

▼資料請求
資料を無料で差し上げています。お気軽に放送大学

鹿児島学習センターまでご請求ください。

▼出願期間
第 1 回：8 月 31 日（月）まで

第 2 回：9 月 9 日（水）まで

▼お問合わせ先
放送大学鹿児島学習センター  ☎ 099 ｰ 239 ｰ 3811

放送大学入学生募集

台風海難防止強調運動
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緊急情報メール配信サービス 
気象情報や緊急情報を配信します 
登録はこちらから↓ 

 

広報紙ウェブ配信サービス
「マイ広報紙」

自治体が発行する広報紙を記事ごとにテキストデー

タ化し、インターネットで無料配信するサービス「マ

イ広報紙」に広報せとうちも登録

しました！ぜひご利用ください。

▼お問合わせ先
総務企画課 情報政策係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1111

毎日の暮らしの中で、登記、年金、道路、社会福祉

など国の役所の仕事などについて、疑問・苦情や意

見・要望はありませんか。総務大臣委嘱の行政相談

委員は、皆さんの相談相手として、役所のサービス

や行政の仕組み、手続きに関する相談を受け付け、

相談者への助言や関係行政機関に対する改善の申し

入れを行っています。次のとおり、行政相談所を開

設しますのでお気軽にご利用ください。なお、相談

は無料で秘密は守られます。

▶行政相談委員　信島　良章

▶日時　6 月 15 日（月）午前 10 時～正午

　　　　　　　　　　　 午後 1 時～午後 3 時

▶場所　きゅら島交流館 1 階準備室

　　　　（変更となる場合がありますので、相談

　　　　希望の方は事前にお問合わせください。）

▶料金　無料　　　▶対象　町民

▶お問合わせ先　総務企画課 人事行政係

　　　　　　　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1111

行政相談委員に相談してみませんか

▼国民年金の手続きがスマホで完結！
お勤め先を退職したときや保険料を納めるときにオ

ンラインで手続きができます。

▼年金記録がいつでも確認できます！
年金記録の誤りや保険料の納め忘れがないかを確認

できます。

▼通知がオンラインで受け取れます！
e-Tax 対応の通知書データの受け取りやオンライ

ンで通知書の内容確認ができます。ペーパレス化に

ぜひご協力ください。

▼年金見込額の試算、年金請求の手続きも！
年金見込額の試算や年金請求手続きをオンラインで

行えます。

▼「マイナポータル」との連携で簡単利用！
登録方法や操作にお困りの場合は

①ウェブサイトで確認（「ねんきんネット」で検索）

②お電話で確認（ねんきんネット専用番号）

　☎ 0570 ｰ 058 ｰ 555
③チャットボットで確認

　右記二次元コードから

▼お問合わせ先
町民税務課 課税年金係　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1116

「ねんきんネット」をご活用ください
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戸
籍
の
窓
４
月
に
届
け
ら
れ
た
分
の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

※
他
市
町
村
で
届
け
ら
れ
た
分
は
申
し
出
が
な
い
限
り
、
非
掲
載
と
し
て
い
ま
す
。
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し
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広報せとうちや
町公式ウェブサイトに
有料広告を掲載しませんか？

令和８年度から
・申込フォームでのお申込み
・クレジットカードでのお支払い
ができるようになりました！
ぜひご利用ください。

▼お問合わせ先
総務企画課 情報政策係
☎ 0997 ｰ 72 ｰ 1111

今月の一言

篠川から小名瀬の峠の直線はスピードを出しすぎないで！

70

159
（４月末までの合計）

※速報値

（2025年の合計）

まちの人口と世帯数
令和 8 年 4 月末

男  3,913 人（+21）

女  3,863 人（－ 1）

人口  7,776 人（+20）

世帯  4,923 世帯（+33）

（かっこ内は前月比）

▶島別人口等

今月の
広報せとうち
アンケート
フォーム

行事予定
※休日当番医は変更になる場合が
　ありますので、事前に各医療機関
　にお問合わせください。

■当番医の電話番号
へき地診療所 　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 3211
瀬戸内徳洲会病院 ☎ 0997 ｰ 73 ｰ 1111
南大島診療所 　　☎ 0997 ｰ 72 ｰ 0107

■診察時間
【午前】午前９時～正午

【午後】午後２時～午後５時

令和 8 年 6 月 休日当番医

当番医予定表

日付 当番医 薬局

 6 月 7 日（日） 瀬戸内徳洲会病院

 6 月 14 日（日） 南大島診療所 南部調剤薬局

 6 月 21 日（日） 瀬戸内徳洲会病院

 6 月 28 日（日） 瀬戸内徳洲会病院
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介護老人保健施設せとうち 
      

 

：調理員(地域限定職員) 

：介護福祉士（正規職員・地域限定職員） 

※地域限定職員は転勤がない正規職員です。 

        ※パ－ト勤務希望の方もご相談ください 

※交通費・各種手当て・昇給・賞与あり 

     詳細はお気軽にお問い合わせください。  

           お問い合わせ先：0997-73-1155           

呼んでください！ 防災勉強会！国民保護勉強会！ 
あなたの地区などに防災専門監が伺います。 
 町では、防災に対する考え方、瀬戸内町ハザード
マップの活用など防災専門監が巡回説明、勉強会
を実施しています。 
 また、国民保護についての勉強会も実施します。 
 集落や学校、グループ、団体等の集まりでの各種
勉強会などにご活用ください。 
 「せとうち出前講座」で派遣、伺います。 
  土日祝、昼夜問わず無料です。 

土井 一馬 
防災専門監 

お問合わせ先 
瀬戸内町教育委員会社会教育課 ☎ ０９９７－７２－２９０５ 
瀬戸内町総務企画課危機管理係 ☎ ０９９７－７２－１１１１ 

  こちらから申込可能です  ☞ 

瀬戸内町の情報発信

災救
マップ


